
事業者名：北斗運輸株式会社 
 
平成 ６年３月 設立 
平成１９年 バイオディーゼル事業を開始 
        廃食油回収開始 
        BDF製造装置（100L）を導入 
        BDF事業による 
        『東京都経営革新』取得         
 
現在、府中（本社）・千葉（成東・印西）より 
関東（静岡県含む）約５０ヶ所へ配送。 
 
取引先：食品卸売業者、一般放送事業者   
    航空運送事業者、物流事業者、他 
 
配送車両17台(BDF車10台、ガス車2台、他5台) 

『走れ！バイオディーゼル・トラック流通システム技術実証事業』 

配送車両10台に使用！ＢＤＦ歴７年の実績！ 

～物流業界におけるバイオディーゼル燃料の利用拡大～ 
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北斗運輸 

＜現在の廃食油の回収＞ 
 回収量 540KL/年（約1600件） 
 主な回収先  
［官庁関係］都庁、総務省、法務省、財務省、中央合同庁舎、 
      さいたま新都心合同庁舎、裁判所合同庁舎、他 
［病院関係］Ｔ女子医大病院、Ｂ病院、東京警察病院、他 
［学校関係］Ｓ大学、Ｎ大学、Ｈ大学、Ｋ大学、 
      Ｓ大学、Ｍ大学、Ｄ大学、Ｓ音楽大学、他 
［金融関係］Ａ保険会社、Ｎ保険会社、Ａ銀行、Ｓ銀行、Ｓ信託銀行、 
      Ｓグループ、Ｎ金融公庫、他 
［外食産業］東京都麺類共同組合（600店）、居酒屋、弁当屋（720店） 
［大手企業］ＩＴ系Ｔ社、クレジット会社、ＩＴ系Ｓ社、薬品メーカー、 
      ＩＴ系Ｓ社、鉄鋼事業者、石油事業者、ＨＤメーカー、他 
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＜現在のＢＤＦ生産量/利用量＞ 
 生産量 180KL/年 
 【主な利用先】 

 1.トラック 10台   3.3KL/月  39.6KL/年  （配送車両） 
  2.発電機  7台     10KL/月   120KL/年  （宗教法人） 
 3.大型バス 5台   1.2KL/月   14.4KL/年  （バス会社） 
 4.小型バス 1台   0.5KL/月     6KL/年    （バス会社） 
 5.耕運機   1台   0.06KL/月    0.72KL/年  （JA小平） 
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ＢＤＦの流通・利用を増やすには 

ＢＤＦの流通・利用拡大への課題  製造量、利用量が限られている為、回収した廃食油の2/3を売却している。 

＜既存設備概略図＞ 
製造方法：アルカリ触媒法（お湯洗浄） 
使用薬剤：メタノール、苛性カリ、酸化防止剤、 
       硫酸マグネシウム、希塩酸 
製造量：600Ｌ/日（300Ｌ×2回 12時間） 

【1.設備の増強】 
現在の製造設備では1日に2回（12時間）の製造で600Ｌが限界。回収した廃食油45ＫＬ/月を処理するには1日1800Ｌの処理能力のある設備が必要。 
また、現在の製造所では手狭な為、移転が必要。⇒ 移転先：千葉県山武市野掘306番地（成東営業所） 

【2.利用先の増加方法】 
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製造方法：アルカリ触媒法（吸着濾過） ※廃水量が多くなる為、処理費用を考慮し乾式に変更 

使用薬剤：メタノール、苛性カリ、酸化防止剤、活性白土 
製造量：300～1800Ｌ/日（300Ｌ×1～6回 2～12時間） 

・配送車両への利用台数を10台から25台に増加         100ＫＬ/年 

・重機等への利用（青梅市リサイクルセンター）             150ＫＬ/年 

・廃棄物処理機の燃料としての利用                 50ＫＬ/年 

ＢＤＦの利用・製造・流通  増加量 120ＫＬ/年 

【更なる回収先と利用先】 

1.設備の増強によるＢＤＦ生産量の増加！  2.ＢＤＦ利用先を増やし、流通・利用の増加！ が必要になります。 

・乾燥減量処理機（廃棄物処理機）の導入先の飲食フランチャイズ店舗、外食産業関係等からの回収先が増え、回収量の増加が見込めます。 
・乾燥減量処理機（廃棄物処理機）の導入先が100ヶ所以上あり、一部ＢＤＦを使用。 

北斗運輸（株） 
廃食油の回収 BDFの販売 

給油専用車輌導入 

回収車両 
増加 

180KL/年 （現在） ⇒  300KL/年（増加後） 
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